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「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」を
開
催

萩
の
観
光
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

萩
の
美
し
い
町
並
み
を
再

認
識
し
て
ほ
し
い

Ｑ　
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
を

開
催
す
る
目
的
は
何
で
す
か
？

　

萩
市
は
、
幕
末
に
活
躍
し
た
多

く
の
志
士
を
生
み
出
し
た
明
治
維

新
胎
動
の
地
で
あ
り
、
全
国
で
も

有
数
の
美
し
い
古
い
町
並
み
が
残

る
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
美
し
い
町
並
み
を
萩
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
た
め
、
和
の
伝
統
文
化

で
あ
る
「
着
物
」
を
テ
ー
マ
に
、

和
服
の
人
々
が
集
う
１
週
間
を
演

出
す
る
こ
と
で
、
今
も
残
る
萩
の

美
し
い
町
並
み
を
多
く
の
方
に
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

着
物
を
着
て
い
る
だ
け
で

お
得
が
い
っ
ぱ
い

Ｑ　
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
は

10
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
、
御お

な
り
み
ち

成
道
界
隈
（
萩
城
跡
〜
田
町

商
店
街
ほ
か
）で「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
城
下
町
の
町
並
み
な
ど
着
物
が
似
合
う

萩
の
風
景
を
生
か
し
、
着
物
を
着
た
人
々
が
集
う
１
週
間
を

演
出
し
よ
う
と
、
萩
温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
市
や
観
光
協
会

な
ど
で
構
成
す
る
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
主
催
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

て
い
ま
す
。

着
物
特
典　

そ
の
２

Ｑ　

和
の
文
化
も
体
験
で
き
る
そ

う
で
す
ね
。

　

10
月
７
日
、
８
日
（
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）
萩
城
城
下
町
周
辺

で
「
和
の
学ま

な
び
や

び
舎
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

全
国
的
に
も
著
名
な
先
生
を
講

師
に
招
い
て
、
抹
茶
の
作
法
や
日

本
画
教
室
、
押
花
教
室
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
和
の
文
化
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す

か
？

　

多
く
の
方
に
着
物
姿
で
萩
の
町

を
散
策
し
て
、
江
戸
時
代
の
古
地

図
が
使
え
る
ほ
ど
武
家
屋
敷
や
白

壁
が
残
る
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
城
下

町
「
萩
」
を
満
喫
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

期
間
中
は
、
着
物
を
着
て
い
る

だ
け
で
得
を
す
る
着
物
特
典
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
ま
す
。

着
物
特
典　

そ
の
１

Ｑ　

着
物
を
着
て
い
る
だ
け
で
ど

ん
な
特
典
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

期
間
中
、
着
物
を
着
て
い
る
だ

け
で
、
お
土
産
や
お
食
事
が
割
引

さ
れ
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
協
賛
店

81
店
舗
で
、
特
別
な
割
引
や
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン
が
用
意
さ
れ

協賛店ならお土産やお食事
が割引に

着物姿で抹茶の作法を体験

101〜8「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」を
開
催
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着
物
特
典　

そ
の
３

Ｑ　

着
物
姿
を
写
真
に
撮
っ
て
も

ら
え
る
そ
う
で
す
ね
。

　

着
物
姿
を
、
萩
の
美
し
い
思
い

出
と
一
緒
に
写
真
に
撮
っ
て
、
そ

の
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
く
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
「
美
し
く
撮
り
隊
」
の
皆

さ
ん
で
す
。

　
「
美
し
く
撮
り
隊
」
は
、
８
月

20
日
と
９
月
３
日
に
青
木
周し

ゅ
う
す
け弼

旧
宅
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
、
フ
ォ
ト
マ
ス

タ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト
取
得
の
写
真

家
、
神

か
み
し
ま島

美よ
し
あ
き明

氏
の
講
習
を
受
け

ま
し
た
。
10
月
７
日
に
は
有
備
館

（
江
向
）
で
、
雑
誌
「
Ｐフ

ァ

ッ

ト

Ｈ
ａ
Ｔ

Ｐフ

ォ

ト

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
編
集
長
で
、
写

真
家
の
テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
氏
が
講

習
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

特
典
を
受
け
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

着
物
を
着
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を

受
け
取
れ
ば
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
旧
久
保
田

家
住
宅
（
呉
服
町
）
ま
た
は
人
力

車
立
場
横
案
内
所
（
旧
市
民
球
場

近
く
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
を
イ
ベ
ン
ト
協
賛
店

で
見
せ
る
と
、
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

着
物
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

期
間
中
、
旧
久
保
田
家
住
宅
で

着
物
を
レ
ン
タ
ル
し
ま
す
（
約

■問い合わせ
　萩温泉旅館協同組合（２２・７５９９）
　観光課（２５・３１３９）

左から、長谷智理事長、厚東啓子プロジェク
トチームリーダー、松村孝明副理事長

萩温泉旅館協同組合

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、「
着

物
が
似
合
う
ま
ち
宣
言
」
や
大
板

山
た
た
ら
太
鼓
（
福
栄
地
域
）
の

披
露
が
行
わ
れ
ま
す
。
初
日
は
、

着
物
で
参
加
さ
れ
た
先
着
１
０
０

人
の
方
に
、
高
杉
晋
作
の
好
物

だ
っ
た
も
の
な
ど
を
集
め
た
「
晋

作
弁
当
」
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。

　

10
月
７
日
、
８
日
に
は
、
御
成

道
界
隈
で
「
着
物
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
写
真
の

提
出
は
、
７
日
の
正
午
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
８
日
の
午
前
10
時
か

ら
11
時
ま
で
、
旧
久
保
田
家
住
宅

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
審
査
員

は
、
テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
氏
と
萩
市

在
住
の
写
真
家
、下
瀬
信
雄
氏（
瓦

町
）
で
、
８
日
の
午
後
６
時
30
分

か
ら
千
春
楽
味
楽
亭
で
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

Ｑ　

同
時
期
に
萩
市
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

そ
う
で
す
ね
。

　

主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
萩
・

竹
灯
路
物
語
」（
10
月
６
日
〜
８

日
）、「
萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ
り
」

（
10
月
６
〜
９
日
）、「
萩
・
魚
ま

つ
り
（
10
月
８
日
）、「
萩
お
も
て

な
し
大
賞
表
彰
式
」（
10
月
７
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
４
、５
、
25
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

萩
の
美
し
い
町
並
み
を
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に

Ｑ　

最
後
に

　

期
間
中
は
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
を

は
じ
め
、
萩
博
物
館
や
市
役
所
窓

口
な
ど
関
係
団
体
の
職
員
も
着
物

を
着
て
、
市
民
お
よ
び
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
着
物
が
似
合
う
美
し
い

町
並
み
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

今
年
初
め
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
皆

さ
ん
の
記
憶
に
残
し
、
来
年
以

降
も
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
、
そ
し
て
、
萩
の
美
し
い
町
並

み
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
５
０
着
、
レ
ン
タ

ル
料
１
日
３
５
０
０

円
）。
着
付
け
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
行
い
ま
す
。

Ｑ　

期
間
中
、
着
物

特
典
の
ほ
か
に
催
し

が
あ
る
の
で
す
か
？

　

イ
ベ
ン
ト
初
日
の

10
月
１
日
、
午
前
10

時
か
ら
素
水
園
（
堀

内
）
で
「
オ
ー
プ
ニ

■
市
長
コ
ラ
ム

No.17

８月 20 日に開催された「美しく撮り
隊」フォトスクール

　

消
防
団
の
操
法
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
う
大
会
が
、
先
日
、
玉
江

の
河
川
敷
で
開
催
。
本
年
は
、
第

50
回
と
な
る
節
目
の
大
会
。
本
紙

の
表
紙
は
、
残
暑
厳
し
い
中
で
基

本
操
法
の
競
技
に
専
念
す
る
団
員

の
姿
で
あ
る
。各
分
団
の
選
手
は
、

８
月
末
か
ら
本
大
会
を
目
指
し
、

連
日
練
習
に
余
念
が
な
い
。
団
員

は
、
各
々
家
業
等
を
持
ち
、
仕
事

を
終
え
て
か
ら
の
訓
練
。「
地
域

の
安
全
・
安
心
は
自
分
達
で
守
る
」

と
の
気
概
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
厳

し
い
訓
練
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

最
近
の
操
法
大
会
に
は
、
団
員

の
家
族
は
じ
め
多
勢
が
応
援
に
参

加
さ
れ
て
い
る
。

　

見
事
優
勝
の
４
チ
ー
ム
は
、
16

日
の
県
大
会
に
代
表
と
し
て
出
場

し
、県
内
の
チ
ー
ム
と
覇
を
競
う
。

旧
町
村
の
代
表
と
し
て
む
つ
み

チ
ー
ム
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
。
こ
の
分
団
員
は
む
つ

み
総
合
事
務
所
の
職
員
。
こ
の
よ

う
な
逞

た
く
まし

い
団
員
の
皆
さ
ん
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
枕
を
高
く
し
て
眠
れ

る
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
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幕
末
期
に
英
国
に
密
航
し
、
近

代
日
本
の
礎
を
築
い
た
長
州
藩
の

５
人
の
若
者
た
ち
（
伊
藤
博
文
、

井
上
馨
、
遠
藤
謹
助
、
山
尾
庸
三
、

井
上
勝
）
の
青
春
群
像
を
描
い
た

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」。
４
０
０

人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
エ
キ

ス
ト
ラ
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
が
、10
月
28
日
（
土
）

か
ら
山
口
県
内
８
館
と
福
岡
県
内

３
館
で
先
行
上
映
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
前
売
券
が
市
内
各
所
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
前
売
券
金
額　

１
３
０
０
円

（
当
日
券
１
８
０
０
円
、
全
国
共

通
券
）

■
市
内
前
売
券
販
売
所　

ア
ト
ラ

ス
萩
店
、サ
ン
リ
ブ
萩
店
、萩
市
観

光
協
会
、市
役
所
案
内
係
、各
総
合

事
務
所
、萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

■
先
行
上
映
さ
れ
る
映
画
館

　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
、
下
関
ス
カ

ラ
座
、
宇
部
シ
ネ
マ
ス
ク
エ
ア
、

テ
ア
ト
ル
徳
山
、山
口
ス
カ
ラ
座
、

ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル
防
府
、
岩
国

ニ
ュ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｘ
周
南
、
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
10
小

倉
（
北
九
州
市
）、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
シ
ネ
マ
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ー
13

（
福
岡
市
）、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ

マ
な
か
ま
16
（
中
間
市
）

※
全
国
公
開
は
、
新
春
第
２
弾

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
し
て
平
成
19
年

１
月
末
の
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
２
５
・
１
７
５
０
）

10
月
28
日
か
ら
県
内
先
行
上
映

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

市内各所で
前売券発売中！

萩・竹
た け と う ろ

灯路物語 　

輪
切
に
し
た
竹
の
中
に
ろ

う
そ
く
を
と
も
し
た
竹
灯
約

１
２
０
０
基
が
、
夜
の
萩
城
下

町
を
ほ
の
か
に
、
浮
か
び
あ
が

ら
せ
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、

ご
来
場
さ
れ
た
方
も
火
入
れ
に

参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
６
日
（
金
）
〜

10
月
８
日
（
日
）
雨
天
中
止

■
点
灯
時
間　

午
後
６
時
〜
９

時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周

辺
、
萩
博
物
館
周
辺

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
素
水

園
内
）
い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜

【
６
日
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
箏こ

と

・
尺
八
演
奏
、
む

つ
み
神
楽
舞
披
露

【
７
日
】
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
（
吹
奏
楽
）
演
奏

【
８
日
】
巫み

っ
こ女

の
舞
（
越
ヶ
浜
）

披
露

■
主
催　

萩
・
竹
灯
路
物
語
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

10／６〜８
萩・魚まつり

10／８

　

地
元
魚
の
消
費
拡
大
、
魚

食
の
普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ

る
萩
の
魚
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

前
日
の
７
日
に
は
、
松
陰
神

社
前
交
差
点
か
ら
道
の
駅「
萩
・

し
ー
ま
ー
と
」
を
結
ぶ
県
道
萩

川
上
線
が
開
通
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
８
日（
日
）午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
漁
協
萩
地

方
卸
売
市
場
、
道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

○
活
魚
・
鮮
魚
・
水
産
加
工
品
・

農
産
物
な
ど
の
即
売

○
魚
の
つ
か
み
取
り
（
整
理
券

配
布
：
午
前
10
時
〜
、
限
定
先

着
２
０
０
人
）

○
萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
な
ど
の
無

料
試
食

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
福
栄
た

た
ら
太
鼓
、桜
子
歌
謡
シ
ョ
ー
、

よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
）

○
鮮
魚
５
０
０
円
抽
選
販
売

○
道
の
駅
弁
当
販
売
な
ど

○
巡
視
船
体
験
航
海
（
整
理
券

配
布
：
午
前
8
時
30
分
〜
、
限

定
先
着
３
０
０
人
）

■
主
催　

萩
・
魚
ま
つ
り
実
行

委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
２
２
３
０
）

萩しーまーと

長添山トンネル

美萩橋

↓至 松陰神社

萩博物館

山口県立萩美術館
浦上記念館

江
戸
屋
横
丁

伊
勢
屋
横
丁

菊
屋
横
丁

菊屋家住宅

旧久保田家住宅

N

呉
服
町

堀
内

「
御お

な
り
み
ち

成
道
・
た
ま
ち
駐
車
場
」



定期船のりば入口

女台場入口

御船倉入口

北の総門入口

萩バスセンター

田町商店街
萩博物館前

野
山
獄
跡
入
口

寺
町

熊
谷
美
術
館
前

雁島しろ魚通り

市民体育館 
市民病院 

金谷神社 

萩駅

玉江駅

常
盤
大
橋
 

玉江
橋 

P 

橋
本
川 

松
本
川 

橋本橋 

松陰大橋 

松本橋 

萩
橋
 

東
萩
駅

◎

御成道・たまち駐車場
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■
期
間　

10
月
１
日（
日
）〜
11
月
30

日（
木
）

■
変
更
内
容

　

期
間
中
、
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
を

通
り
ま
せ
ん
。
西
回
り
の
「
た
ま
ち

郵
便
局
前
」
か
ら
「
萩
城
外
堀
入
口
」

ま
で
は
停
車
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
の

ル
ー
ト
変
更（
西
回
り
）

西回りコース
この区間はバス停に停車しません
変更前のルート

　

市
が
、
観
光
型
商
店
街
を
目
指

す
田
町
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
平
成
16
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
き
た
新
し
い
駐
車
場
が

10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

新
し
い
駐
車
場
の
名
称
は
、
69

点
の
応
募
の
中
か
ら
、
大
嶋
美
雪

さ
ん
（
江
向
）
の
「
御
成
道
・
た

ま
ち
駐
車
場
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
萩
循
環

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
も
停
車
し
、
商
店

街
の
入
口
と
な
り
ま
す
。

◎
駐
車
場
の
概
要

　

県
道
萩
城
址
線
沿
い
で
、
広
さ

萩・田町萩焼まつり
■
と
き　

10
月
６
日
（
金
）
〜

９
日
（
月
・
祝
）　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

■
内
容

①
萩
焼
即
売
会
（
33
社
出
店
）

②
ろ
く
ろ
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
６

日
〜
８
日
）

③
あ
な
た
が
選
ぶ
萩
焼
展

④
酒
蔵
見
学
と
地
酒
ま
つ
り

⑤
萩
の
名
産
・
物
産
展
（
各
地

域
の
特
産
品
販
売
）

⑥
田
町
朝
市
（
７
日
の
み
）

１
９
０
０
㎡
、
収
容
台
数
は
、
普

通
車
40
台
、
大
型
バ
ス
５
台
。

■
田
町
商
店
街
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み

平
成
15
年
度　

商
店
街
競
争
力
強

化
推
進
事
業（
県
補
助
）で
、１
店

舗
が
出
店

平
成
17
年
度　

商
店
街
等
活
性
化

事
業（
国
補
助
）で
、
萩
お
み
や
げ

博
物
館
な
ど
６
店
舗
が
出
店

平
成
18
年
度　

２
店
舗
が
自
主
出

店■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

午

前
９
時
〜
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー　

午
前
10
時
〜

▽
呈
茶
席
（
旧
し
ら
が
ね
書
店
）、

井
上
剣
花
坊
石
碑
除
幕
式
、
も
ち

ま
き
、マ
ッ
プ
カ
フ
ェ（
コ
ン
サ
ー

ト
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

新
駐
車
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

関
連
イ
ベ
ン
ト

夜
９
時
ま
で
営
業
（
１
〜
８
日
）

　

新
駐
車
場
の
オ
ー
プ
ン
に
併
せ

て
、
田
町
商
店
街
で
は
、
１
日
か

ら
８
日
ま
で
午
後
９
時
ま
で
営
業

す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ
り
▽
10
月

６
日
（
金
）
〜
９
日
（
月
・
祝
）

◆
萩
焼
ウ
イ
ン
ド
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
▽
10
月
１
日
（
日
）
〜
11
月
12

日
（
日
）
▽
ア
ー
ケ
ー
ド
内
を
美

術
館
に
見
立
て
、「
作
家
の
旬
の

力
作
」を
国
民
文
化
祭
ま
で
展
示
）

◆
秋
の
子
ど
も
ま
つ
り
▽
10
月
15

日
（
日
）

◆
萩
・
田
町
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

２
０
０
６
▽
10
月
22
日
（
日
）

◆
萩
劇
場
▽
10
月
29
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
２
６
・
２
２
０
１
）

⑦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
８
日

の
み
）
な
ど

■
主
催　

萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ

り
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議

所
（
２
５
・
３
３
３
３
）

10／６〜９

「
御お

な
り
み
ち

成
道
・
た
ま
ち
駐
車
場
」オ
ー
プ
ン
！
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■問い合わせ　
【国民健康保険被保険者】市民課保険係（２５・３７８１）
【老人保健制度対象者】市民課老人保健・年金係（２５・３２３９）

70 歳以上の方の療養病床に入院する場合の
食費・居住費の負担の変更

　療養病床に入院する 70 歳以上の方は、これまで食材料費
相当額のみを負担していましたが、介護保険との負担の均衡
を図る観点から、所得に応じて食費と居住費を負担すること
になります。

1食あたり
食　費

1食あたり
食　費

1日あたり
居住費

一定以上の所得者、一般 260 円 460 円

320 円
低所得Ⅱ 210 円

210 円
入院 4 ヶ月以降 160 円

低所得Ⅰ 100 円 130 円

老齢福祉年金受
給者の方 － 100 円 0 円

平成 18 年９月 30 日まで 平成18年10月1日から

※人工呼吸器、中心静脈栄養等を要する患者や脊髄損傷（四肢麻痺が見ら
れる状態）、難病等の患者については、現行どおりの食材料費相当額のみ
の負担となります。

出産育児一時金が変わります

平成 18 年 9 月 30 日まで　
１児につき　30 万円

平成 18 年 10 月 1 日から　
１児につき　35 万円

※ 10 月１日以降の出産に適用されます。

◎出産から 14 日以内に保険証、母子
手帳、印鑑、振込先口座（郵便局を除く）
のわかるものを持参のうえ、市民課保
険係、各総合事務所市民生活課、支所・
出張所で手続きしてください。
　ご希望により現金受け取りもできま
すので窓口で申し出てください。

人工透析を要する上位所得者
の自己負担限度額の引き上げ
　厚生労働大臣が指定する特定疾病

（高額の治療を長期間継続して行う必
要がある疾病）の場合、１か月の自己
負担額は１万円までとされていました
が、平成 18 年 10 月１日から慢性腎
不全で人工透析を要する 70 歳未満の
上位所得者（基礎控除後の総所得金額
などが 600 万円を超える世帯）につ
いては、自己負担限度額が１万円から
２万円に引き上げられます。

◎国民健康保険特定疾病療養受療証を
お持ちの方
　９月 30 日までに新しい「国民健康
保険特定疾病療養受療証」を送付しま
す。新しい「国民健康保険特定疾病療
養受療証」には有効期限が設けられ、
毎年更新となります。
　なお、現在お持ちのものは、10 月
以降使えませんのでご注意ください。

　70 歳以上の方のうち、現役並み所得のある一定以上所得
者（下記参照）は、医療機関に支払う自己負担割合が変わりま
す。（一定以上所得者以外の方は、１割のまま据え置かれます）

■一定以上所得者とは
　70 歳以上の方および老人保健で医療を受ける方のうち、
課税所得が 145 万円以上ある方と同じ世帯の方
○国民健康保険加入世帯
　国保被保険者である 70 歳以上の方および老人保健で医
療を受ける方のみの所得で判定
○老人保健で医療を受ける世帯
　他の健康保険制度に加入している方も含めて、70 歳以
上の方および老人保健で医療を受ける方の所得で判定

平成 18 年 9 月 30 日まで　２割

平成 18 年 10 月 1 日から　３割

◎次の方は申請により自己負担割合が変わります
　70 歳以上の国保被保険者および老人保健で医療を受け
る国保被保険者の収入の合計（老人保健で医療を受ける方
の場合は、70 歳以上の方および老人保健で医療を受ける
方の収入の合計）が、2 人以上の場合は 520 万円未満、1
人の場合は 383 万円未満であると申請した場合は、　１割
の負担になります。

70 歳以上の方の一定以上所得者の
自己負担割合の変更
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外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
一般 12,000円 40,200 円

一定以上所
得者※3 40,200円

72,300 円
医療費が 361,500 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算（4 回
目以降の場合 40,200 円）

低所得Ⅱ※4
8,000円

24,600 円

低所得Ⅰ※5 15,000 円

10 月１日から
国民健康保険・老人保健の
一部が変わります

医療保険制度が改正され、萩市の国民健康保険・老人保健で医療を受ける方の医療費の
自己負担などが変わります。

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

一般 12,000円 44,400 円

一定以上所
得者※3 44,400円

80,100 円
医療費が 267,000 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算（4 回
目以降の場合 44,400 円）

低所得Ⅱ※4
8,000円

24,600 円

低所得Ⅰ※5 15,000 円

※３　一定以上所得者については、6 ページ左下段をご参照ください。
※４　低所得Ⅱとは、同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける方の場合は世帯全員）が市民税非課税の方
※５　低所得Ⅰとは、同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける方の場合は世帯全員）が市民税非課税で、
　　　その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに 0 円となる方

高額療養費・高額医療費の
自己負担限度額の一部引き上げ

　病気やケガで医療機関にかかり、限度額を超えて医療費を
支払った時は、申請により、超えた分が高額療養費（老人保
健の場合は高額医療費）として支給されます。今回の改正で、
自己負担限度額が一部引き上げられます。

３回目まで ４回目以降※２

一般
72,300 円

（医療費が 241,000 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算）

40,200 円

上位所得者
※１

139,800 円
（医療費が 466,000 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算）

77,700 円

住民税非課
税世帯 35,400 円 24,600 円

平成 18 年９月 30 日まで

※１　基礎控除後の総所得金額などが600万円（現行670万円）を超える世帯　
※２　過去1年間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

◎住民税非課税世帯に該当する方は、入院の際に「標準負担額減額認定証」が必要となります。
　市民課保険係、総合事務所市民生活課、支所・出張所に申請してください。

70 歳未満の方 自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降（※２）

一般
80,100 円

（医療費が 267,000 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算）

44,400 円

上位所得者
（※１）

150,000 円
（医療費が 500,000 円を
超えた場合は、その超え
た分の 1％を加算）

83,400 円

住民税非課
税世帯 35,400 円 24,600 円

平成 18 年 10 月１日から

70 歳以上の方 自己負担限度額（月額）

平成 18 年９月 30 日まで 平成 18 年 10 月１日から

◎低所得Ⅰ・Ⅱに該当する方は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。
　市民課保険係、老人保健・年金係、各総合事務所市民生活課、支所・出張所に申請してください。
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萩
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会（
会
長
：
大
嶋
宏
史
）で
は
、

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
萩
の
瀬
付

き
あ
じ
」「
甘
だ
い
」「
剣
先
い
か
」

の
３
種
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、２

種
類
の
ポ
ス
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
枚
作
製
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
店
舗
で
、
ポ
ス
タ
ー

（
縦
52
㎝
、
横
73
㎝
）
を
ご
希

望
の
方
は
、
水
産
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
瀬
付
き
あ
じ

　

九
州
五
島
列
島
西
沖
で
生
ま

れ
対
馬
暖
流
に
乗
り
、
萩
沖
の

天
然
礁
に
住
み
つ
い
た
マ
ア
ジ

は
、
豊
富
で
良
質
な
え
さ
を
食

　

５
年
後
の
２
０
１
１
年

（
平
成
23
年
）、
山
口
県
で

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
「
第
66
回
国
民
体
育

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
正
式
競
技

と
し
て
、
柔
道
・
軟
式
野

球
・
卓
球
・
カ
ヌ
ー
の
４

べ
成
長
し
、
体
は
瀬
に
も
ま
れ

身
が
し
ま
り
、
お
い
し
い
瀬
付

き
あ
じ
と
な
り
ま
す
。
旬
は
４

月
〜
８
月
。

●
甘
だ
い

　

萩
に
水
揚
げ
さ
れ
る
甘
だ
い

は
、
特
に
見
島
沖
で
多
く
漁
獲

さ
れ
ま
す
。
漁
場
が
近
く
抜
群

の
鮮
度
な
の
で
、
高
級
魚
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
薄
紅
色
を
し
た
身
は

適
度
に
脂
が
乗
っ
て
甘
く
淡
泊

で
、
年
間
を
通
し
て
食
べ
ら
れ

ま
す
。

●
剣
先
い
か

　

主
に
４
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
山
口
県
の
沿
岸
か
ら
沖
合
い

の
海
域
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
多
く
は
い
か
一
本
釣
漁
業

に
よ
り
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
の
剣
先
い
か
は
、
肉
厚
で
う

ま
味
に
加
え
て
甘
み
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
主
に
刺
身
で
賞
味
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
30
日
、
萩
の
剣
先
い
か

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
た

め
、
漁
協
や
市
、
観
光
協
会

等
の
関
係
者
18
人
で
構
成
す
る

「
萩
の
け
ん
さ
き
い
か
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
協
議
会
」（
会
長　

吉

屋
民
夫
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
の
剣
先
い
か
は
、
水
揚
げ

が
年
間
８
１
８
ｔ
と
県
下
で
も

有
数
の
産
地
で
、
活
い
か
の
取

り
扱
い
量
は
県
下
第
１
位
。
し

か
し
、
そ
の
多
く
が
県
外
、
特

に
活
い
か
は
佐
賀
の
呼よ

ぶ
こ子

地
区

を
中
心
に
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
設
立
に
よ
り
、
活

い
か
の
地
産
地
消
等
に
よ
る
需

要
拡
大
と
知
名
度
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
産
課　
（
２
５
・
２
２
３
０
）

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚　

ポ
ス
タ
ー
を
作
製

け
ん
さ
き
い
か
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
協
議
会
を
設
立

2011年

萩
市
準
備
委
員
会
が
発
足

競技名 種別等 競技会場
柔　道 全種別 市民体育館

軟式野球 成年男子
萩スタジアム
※他に山口市、防府市、美祢市、
　周南市が会場

卓　球 成年男女 萩ウェルネスパーク多目的体育館

カヌー スラローム
ワイルドウォーター

阿武川特設カヌー競技場
（川上：阿武川ダム下流）

グラウンド・
ゴルフ

むつみグラウンド
むつみ中学校グラウンド

■萩市の競技会場

競
技
と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

大
会
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
、
市
民
が
総
力
を
挙
げ
て
準

備
に
取
り
組
む
た
め
、
８
月
23

日
、
関
係
機
関
や
団
体
の
代
表
な

ど
１
２
８
人
で
構
成
す
る
「
第
66

回
国
民
体
育
大
会
萩
市
準
備
委
員

会
」（
会
長　

野
村
市
長
）
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

◎
国
民
体
育
大
会

　

昭
和
21
年
に
京
都
府
を
中
心
と

す
る
京
阪
神
地
域
で
第
１
回
大
会

を
開
催
。
山
口
県
で
の
国
体
の
開

催
は
、
昭
和
38
年
の
第
18
回
大
会

以
来
、
48
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
国
体
準
備

室
（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩は
ぎ
う
お魚

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

山
口
国
体

山
口
国
体
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昨
年
度
が
第
１
回
で
、
修
士

検
定
受
験
者
２
３
４
人
の
う
ち

２
１
３
人
の
方
（
約
９
割
）
が
修

士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
定
は
１
年
に
１
度
行
わ
れ
ま

す
。
取
得
で
き
る
資
格
は
萩
も
の

し
り
修マ

ス
タ
ー士

、
萩
も
の
し
り
博
士
の

２
段
階
で
す
。

　

ま
ず
修
士
検
定
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
修
士
合
格
者
の
み
翌
年
以
降

の
博
士
検
定
を
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
楽
し
み
な

が
ら
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

•
認
定
証
の
授
与

•
認
定
バ
ッ
ジ
の
進
呈

•
修
士
・
博
士
限
定
の
特
別
講
演

会
ご
招
待
な
ど

修　士 博　士
受験資格 萩を愛する方どなたでも 修士合格者

試験時間 60 分 90 分

出題形式 問題集から 100 問、択一式 問題集から 100 問、記述式・択一式

合格基準 80 問以上の正解 80 問以上の正解

合格発表

▷ 11 月 23 日（木）
　午後２時〜５時
▷検定会場
※ＨＰでは午後２時発表
※通知は 11 月 27 日（月）以降

▷ 11 月 24 日（金）〜 26 日（日）
　午前９時〜午後５時
▷萩博物館
※ＨＰでは午前９時発表
※通知は 11 月 27 日（月）以降

■
検
定
実
施
日　

11
月
23
日（
木
・

祝
）
午
前
10
時
〜
（
修
士
）
11
時

ま
で
（
博
士
）
11
時
30
分
ま
で

■
検
定
会
場　

明
倫
小
学
校
ほ
か

■
受
験
料　

修
士
１
０
０
０
円
、

博
士
２
０
０
０
円

■
出
題
形
式

　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
問
題
集

か
ら
１
０
０
問
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

修
士
は
択
一
式
の
み
。

　

博
士
は
、
択
一
式
と
記
述
式
が

あ
り
、難
易
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

◦
期
間　

９
月
１
日
〜
11
月
８
日

◦
方
法　

萩
博
物
館
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
用
紙
は
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
受
験
料
は
、
事
務
局
か
ら
送
付

す
る
専
用
振
込
用
紙
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

今
年
は
博
士
課
程
も
実
施
！

萩
も
の
し
り
博
士
検
定

ま
ち
じ
ゅ
う
に
あ
る
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
の
お
た
か
ら
を
楽
し
く
学
び
な

が
ら
、萩
の
こ
と
を
よ
り
広
く
・
深
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
検
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歴
史
、
文
化
、
自
然
の
３
分
野

か
ら
計
６
７
８
問
を
掲
載
。
３
択

式
の
解
説
つ
き
で
す
。

　

Ａ
５
版
／
１
９
４
ペ
ー
ジ

価　

格　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所　

市
役
所
案
内
係
、
萩

市
観
光
協
会
、
萩
博
物
館
、
市
内

書
店
な
ど

検
定
問
題
集
発
売
中

Ｑ
１　

高
杉
晋
作
の
少
年
時
代

の
あ
だ
名
は
何
で
し
ょ
う
。

①
が
ん
も
ど
き

②
ま
ん
じ
ゅ
う

③
小あ

ず
き
も
ち

豆
餅

Ｑ
２　

夏
み
か
ん
の
皮
を
用
い

て
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
つ
く
る
こ

と
を
思
い
つ
き
、
最
初
に
試
み

た
の
は
誰
で
し
ょ
う
。

①
伊
藤
博
文

②
福
沢
諭
吉

③
大
隈
重
信

Ｑ
３　

笠
山
の
椿
群
生
林
の
主

な
椿
の
う
ち
実
を
結
ば
な
い
珍

し
い
種
類
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
笠
山
侘わ

び

介す
け

②
萩
小
町

③
白は

く
も
う
こ
う

毛
紅

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

答　

Ｑ
１
③　

Ｑ
２
②　

Ｑ
３
③

検
定
出
題
例

祝

月

23
日

11

申し込みは
11 月８日まで

　
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

〒
７
５
８
︲
０
０
５
７
萩
市
堀
内

３
５
５
番
地
（
２
５
・
３
１
６
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
）　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://m
achihaku.city.hagi.

yam
aguchi.jp/kentei/

検
定
の
し
く
み

特
典

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〈
歴
史
〉

〈
文
化
〉

〈
自
然
〉
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  期間中は、交通事故撲滅をめざす各種行事が開催され
ますので、 多くの皆さんの行事への参加と、交通事故に
対する意識の再確認をお願いします。

■交通安全スローガン
　住みよい山口　いつも心に　交通安全

【
相
談
】

　

旅
行
業
の
資
格
を
取
り
、

旅
行
業
模
試
の
添
削
業
務
を

し
て
収
入
を
得
な
い
か
と
、

電
話
で
資
格
教
材
の
勧
誘
が

あ
り
契
約
し
た
が
、
勉
強
は

難
し
く
資
格
は
取
れ
そ
う
に

な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

仕
事
を
提
供
す
る
の
で
収

入
が
得
ら
れ
る
と
、
仕
事
に

関
連
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

等
の
契
約
を
勧
誘
す
る
行
為

は
、「
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律
」
で
業
務
提
供
誘
引

販
売
取
引
と
し
て
規
制
さ
れ

て
お
り
、
消
費
者
は
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
20

日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
の
問
題

点
は
、
提
供
す
る
業
務
の

収
入
を
強
調
し
、
契
約
が
大

変
有
利
で
あ
る
か
の
よ
う
に

説
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。

　

契
約
を
し
て
も
、
仕
事

を
受
け
る
た
め
の
資
格
取
得

が
困
難
だ
っ
た
り
、
実
際
は

仕
事
が
ほ
と
ん
ど
提
供
さ
れ

な
か
っ
た
り
と
、
収
入
に
結

び
つ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

仕
事
の
提
供
を
条
件
に
、

高
額
な
金
銭
的
負
担
を
要
求

す
る
勧
誘
を
受
け
た
場
合

は
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
」、「
仕
事
の
具
体
的

な
内
容
や
量
、
そ
の
他
の
条

件
」、「
報
酬
」
等
を
確
認
す

る
な
ど
慎
重
な
対
処
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
５
・
０
９
９
９
）

消費生活コーナー

秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動９月 21 日〜 30 日

ガールスカウト・ボーイスカウト交通安全キャンペーン
　▷９月 18 日（月・祝）午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分
　▷萩有料道路料金所付近
むつみ地域交通安全キャンペーン
　▷９月 21 日（木）午前７時〜７時 30 分
　▷吉部下鍛冶屋交差点
交通安全自動車パレード
　▷９月 21 日（木）午前９時 15 分〜午前中
　【萩警察署管内】市民体育館館での出発式の後、３コース
　に分かれてパレードを行う。
　【江崎警察署管内】田万川総合事務所、弥富支所を出発し、
　２コースに分かれてパレードし、道の駅「ゆとりパーク
　たまがわ」でセレモニーと交通安全キャンペーンを行う。
ルート 191 セーフティロードキャンペーン
　▷９月 21 日（木）午前 10 時 45 分〜正午
　▷道の駅「ゆとりパークたまがわ」
ゆず湯作戦
　▷９月 22 日（金）午後２時〜３時　
　▷川上山田（国道 262 号沿）
高齢者宅訪問
　▷９月 22 日（金）午後３時〜４時　▷川上地域

シルバー安全運転教室  
　▷９月 23 日（土）午前９時 30 分〜正午　▷萩自動車学校
マスコット作戦
　①９月 25 日（月）午前７時〜８時（あぶらんど萩農協紫福支
　所前）、②９月 28 日（木）午前７時〜８時（福井下桜バス停）
園児交通安全パレード
　①福川保育園　９月 22 日（金）午前 10 時〜 10 時 30 分
　（道の駅「ハピネスふくえ」）、②紫福保育園　９月28日（木）
　午前 10 時〜 11 時（あぶらんど萩農協紫福支所）
小川地区電動カー講習会
　▷９月 26 日（火）午前 10 時 30 分〜正午
　▷小川コミュニティセンター
むつみ中やまびこキャンペーン
　▷９月 27 日（水）午前７時 30 分〜８時
　▷むつみＢ＆Ｇ海洋センター前
旭地域交通安全キャンペーン
　▷９月 28 日（木）午前 10 時〜 11 時　
　▷小木原道路公園
須佐地区電動カー講習会
　▷９月 28 日（木）午前 10 時 30 分〜正午　
　▷須佐総合事務所

仕
事
の
提
供
を
条
件
に
し
た

　

勧
誘
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　■運動の重点目標
◦高齢者の交通事故防止
◦夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
◦後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正し
　い着用の徹底
　■問い合わせ　防災・安全課　　（２５・３８０８）
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陶芸展
11月３日（金・祝）▷12日（日）

「川柳」

11月４日（土）
文 芸 祭

「歴史とまち並み」
シンポジウム

11月４日（土）▷５日（日）

フラメンコ
たまがわ de!

11月４日（土）▷５日（日）

民謡・民舞の祭典
11月11日（土）▷12日（日）

◯シンポジウム「歴史とまち並み」
とき　11 月５日（日）午前 10 時〜午後３時
ところ　市民館大ホール
内容　基調講演▷講師　篠田正浩（映画監督）、明
倫小学校児童による朗唱「松陰先生のことば」、パ
ネルディスカッションなど
◯たまがわ de ！フラメンコ「ステージ部門」
とき　11 月５日（日）午後２時〜４時
ところ　田万川コミュニティセンター
内容　全国団体の発表（スペイン舞踊団体など）、
フラメンコ音楽ワークショップ
◯民謡・民舞の祭典
とき　11 月 11 日（土）午前 10 時〜午後４時
ところ　市民館大ホール
内容　全国の民謡・民舞を紹介など（県外 29 団体・
県内 16 団体出演）
■申込方法　９月 20 日（消印有効）までに、往復
ハガキに入場希望事業名、開催日、郵便番号、住所、
氏名、応募人数、電話番号を記入のうえ、事務局へ
郵送（ハガキ１通につき、２人まで）。または、公
式ホームページ（http://www.kokubun-yamaguchi.
jp/）から申し込み

　８月 19 日（土）、市民館で国民文化祭ボランティ
ア研修会が開催され、260 人が参加しました。
　研修会では、国民文化祭の説明とボランティアス

ボランティアも準備開始！

あなたも参加しませんか
◯シンポジウム「歴史とまち並み」　
　萩まちじゅう博物館探訪
とき　11 月４日（土）午後１時〜４時
コース
　①萩往還コース
　②堀内・城下町コース
　③藍場川周辺コース
　④浜崎町家まち並みコース
　⑤維新の里・旧松本村コース
■申込方法　９月 30 日までに、
事務局備え付けの申込書を提出

◯たまがわ de ！フラメンコ「創作フラメンコ」
とき　11 月４日（土）午後５時〜６時 30 分
ところ　田万川コミュニティセンター
内容　田万川地域に伝わる県指定文化財の西堂寺に
まつわる民話を題材にした創作フラメンコ「アモー
ル de お菊」を地元団体が披露
■販売開始日　９月 25 日（月）
■チケット料金　1,000 円（全席自由）
■チケット取扱所　市役所案内係、田万川総合事務
所地域振興課

市民活動推進課（２５・３５９０）
田万川総合事務所地域振興課
　　　　　　　 （０８３８７・２・０３００）

平成18年11月3日（金・祝）～11月12日（日） ■問い合わせ 市民活動推進課（☎25・3590 FAX25・3420）

タッフの心構え等来場者への「おもてなし」につい
て説明があり、皆さん熱心に耳を傾けていました。
　市では開催期間中、約 370 人のボランティアス
タッフが参加する予定です。今後、２回程度の研修
を行い本番に備えます。

萩で開催される事業のうち、参加申し込みや、会
場への入場に入場整理券や有料チケットが必要な
ものがあります。

各種申し込み、締切迫る！

【入場整理券が必要な事業】

【有料チケットが必要な事業】

【事前に申し込みが必要な事業】

【問い合わせ】
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　新しい外国語指導助手として、ニュー
ジーランドからジョアンナ先生、フェリ
シティ先生、サイモン先生の３人が着任
しました。ジョアンナ先生は主に萩地域、
フェリシティ先生は川上・旭地域、サイモ
ン先生は田万川・須佐地域を担当します。
　３人は、市内の公立小・中学校で、英
語授業はもちろんのこと、「総合的な学
習」の国際理解の指導や運動会などの行
事にも参加します。

新しい外国語指導助手３人が着任

中央方面団から21チームが出場!!

　９月３日、玉江河川公園で消防団員の技術の向上
を目的に、萩市消防操法大会が開催され、中央方面
団（旧萩市消防団）17 個分団から 21 チームが参加。
日頃の訓練の成果を競いました。
　各種目の１位は、９月 16 日に山口市で行われる

「第 53 回山口県消防操法大会」に萩市の代表とし
て出場します。

基
本
操
法

応
急
操
法

　ＲＥＯ消防自
動車修復のため
に 100 万円の寄付をされ
た萩市消防団中央方面団

（団長：林安繁）に、野村市
長から感謝状が贈呈されま
した。
　ＲＥＯ消防自動車は、萩
市の消防ポンプ自動車の第
１号車で、外観の損傷が激
しくなったため、中央方面
団と萩市消防ＯＢ会（会長：
井上幸一）からの寄付を財
源に修復を行いました。
　修復されたＲＥＯ消防自
動車は、萩博物館で屋外展
示されています。

後列左から、上田博志、柴田敏行、田中誠一、吉村
泰憲分団長、藤村治、吉賀健二、原田剛

基本操法：自動車ポンプの部　明倫第１分団

後列左から、伊勢嶋紀行、小嶋保、阿武一郎、阿武
成治分団長、阿武英司、田中三郎、淺野伸也

応急操法：自動車ポンプの部　明倫第３分団

後列左から、伊藤慶之、森野仁明、寺田章雄、阿嶋
忠治分団長、横山浩司、中村幸司

応急操法：小型ポンプの部　木間分団

後列左から、田中達成、船戸剛、刀祢直樹、長岡榮
治分団長、松原優、長岡佑昌

基本操法：小型ポンプの部　大島分団 B

○自動車ポンプの部
１位＝明倫第３分団　２位＝山田第２分団　３位＝大井第２分団Ａ
○小型ポンプの部
１位＝木間分団　２位＝三見分団第２部　３位＝大井第１分団

○自動車ポンプの部
１位＝明倫第１分団　２位＝椿分団　３位＝新川分団
○小型ポンプの部
１位＝大島分団Ｂ　２位＝大島分団Ａ　３位＝相島分団

ジョアンナ先生
「萩市に着任できてとて
もうれしいです。萩は、
美しい町なのであちこち
に行って、たくさんの人
　に会いたいです」

フェリシティ先生
「美しい町と素敵な人々
との出会いにわくわくし
ています。私を町でみか
けたら、どうぞ声をかけ
　てください」

サイモン先生
「萩市に着任できること
を楽しみにしていまし
た。妻や３人の子どもた
ちと一緒に萩での生活を
　　楽しみたいです」

Ｒ
レ オ

ＥＯ消防自動車
修復の寄付に
感謝状贈呈

Ｒ
レ オ

ＥＯ消防自動車
修復の寄付に
感謝状贈呈

第50回 萩市消防操法大会
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ひ
き
つ
け（
熱
性
痙け

い
れ
ん攣

）の
は
な
し

医師：伊
い す み

住浩
ひ ろ し

史
（専門：小児科）

人
の
一
生
の
う
ち
で
、最
も
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
の
は
子
ど
も
の
時
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
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も
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い
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が
熱
性
け
い
れ
ん
と
い
う
病
気
で
す
。

熱
性
け
い
れ
ん
と
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ど
ん
な
病
気
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熱
性
け
い
れ
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ひ
き
つ

け
」
と
も
い
わ
れ
る
子
ど
も
の
病

気
で
す
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風
邪
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ど
で
38
℃
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上
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熱
が
で
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と
き
に
、
急
に
呼

び
か
け
に
反
応
し
な
く
な
っ
て
白

目
を
む
い
た
り
、
手
足
や
全
身
を

突
っ
張
ら
せ
た
り
し
ま
す
。
生
後

６
か
月
か
ら
５
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

乳
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こ
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学
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に
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が
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ら
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な
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す
。
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頻
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８
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と
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す
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１
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０
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つ
け
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と
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と
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病
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い
れ
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こ
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熱
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つ
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師
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し

て
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に
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時
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す
。
熱
が
上

が
る
と
き
に
寒さ

む
け気

が
し
て
ぷ
る
ぷ
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ま
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意
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ず
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き
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自
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し
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ひ
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ひ
き
つ
け
が
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き
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と
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に
ご

家
庭
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ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
上

表
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
①

け
い
れ
ん
が
10
分
間
以
上
続
く
と

き
、
②
1
歳
未
満
の
初
め
て
の
け

い
れ
ん
の
と
き
、
③
発
熱
と
け
い

れ
ん
に
加
え
て
手
足
が
麻
痺
し
た

り
、
意
識
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戻
ら
な
か
っ
た
り
、

う
わ
ご
と
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い
う
な
ど
の
症
状
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伴
う
と
き
、
④
熱
が
な
い
の
に
け

い
れ
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を
起
こ
す
と
き
、
こ
の
よ

う
な
と
き
は
必
ず
医
療
機
関
に
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1

2

5

3

4

診
し
て
下
さ
い
。
処
置
が
必
要
で

あ
っ
た
り
、
他
の
病
気
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

ひ
き
つ
け
を
繰
り
返
す

お
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さ
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に
つ
い
て

　

ひ
き
つ
け
を
繰
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返
す
子
ど
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の
割
合
は
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数
以
下
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
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数
の
子
ど
も
は
生
涯
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通
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て
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回
し
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ひ
き
つ
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を

経
験
し
ま
せ
ん
。
一
度
、
ひ
き

つ
け
を
経
験
し
た
子
ど
も
が
再
び

け
い
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ん
を
起
こ
す
可
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性
は
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〜
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％
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平
均
30
％
程
度
）
と
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わ
れ
て
い
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す
。
3
回
以
上
、
熱

性
け
い
れ
ん
を
繰
り
返
す
子
ど
も

は
、
ひ
き
つ
け
患
児
全
体
の
９
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
回
以
上

起
こ
す
こ
と
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あ
ま
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多
く
は
な

い
よ
う
で
す
。
な
お
、
け
い
れ
ん

を
繰
り
返
す
子
ど
も
に
は
薬
に
よ

る
予
防
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
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（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

※職員手当には退職手当を含みません。

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（H18.4.1現在）

（４）職員の初任給の状況（H18.4.1現在） （５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（H18.4.1 現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、　
　採用後の年数をいいます。

（６）職員手当の状況

区　　分 決定初任給

一般行政職
大学卒 170,200 円
高校卒 138,400 円

技能労務職 高校卒 135,600 円

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ / Ａ）
平成 17 年度 325 億 7,784 万円 65 億 3,179 万円 20.1％

職員数
給与費（年額） １人当たり

給　与　費給料 職員手当 期末・勤勉手当 計
平成 18 年度 795 人 31 億 7,578 万円 5 億 3,167 万円 13 億 2,585 万円 50 億 3,329 万円 634 万円

※人件費には職員給与に加え、退職手当、報酬等を含みます。

萩　市（平成 18 年度） 国（平成 18 年度）

扶養手当

①配偶者　　月 13,000 円
②扶養親族（2 人まで）　1 人あたり月 6,000 円
・配偶者が扶養親族でない場合（１人目）月 6,500 円
・配偶者がない場合（１人目）　　　　　 月 11,000 円
③その他　　月 5,000 円

同じ

住居手当

①借家（月額）
　・家賃 23,000 円以下の場合　　家賃− 12,000 円
　・家賃 23,000 円以上の場合
　　　　　　  （家賃− 23,000 円）÷ 2 ＋ 11,000 円
　　　　　　　　   （ただし、最高限度額 27,000 円）
②持ち家（月額）　　
　・取得後５年間は 3,000 円
　・取得後５年を超える場合は 2,000 円

①借家　　同じ

②持ち家（月額）
　取得後５年間は 2,500 円

通勤手当

①交通機関利用（月額）
・運賃 55,000 円以下の場合　実額
・運賃 55,000 円を超える場合　
　　　　　　　55,000 円＋（運賃− 55,000 円）÷ 2
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（2 ㎞以上） に応じ 2,000 円〜 50,000 円を支給

①交通機関利用（月額）　
　実費　（ただし、支給限度額 55,000 円）

②交通用具利用（月額）
　距離（２㎞以上）に応じ 2,000 円〜 24,500 円を支給

３　職員の給与の状況

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
336,900 円 42 歳 2 月 326,500 円 46 歳 5 月

区　　分 経験年数
10 年

経験年数
15 年

経験年数
20 年

一般行政職
大学卒 259,469 円 323,317 円 373,083 円
高校卒 219,771 円 265,483 円 320,067 円

技能労務職 高校卒 ー 253,275 円 292,667 円

萩市（平成 18 年度） 国（平成 18 年度）

期末・勤勉手当

支給区分 期末手当 勤勉手当 支給区分 期末手当 勤勉手当

割合
6 月期 1.40 月分 0.725 月分

割合
6 月期 1.40 月分 0.725 月分

12 月期 1.60 月分 0.725 月分 12 月期 1.60 月分 0.725 月分
計 3.00 月分 1.450 月分 計 3.00 月分 1.450 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置：有 職制上の段階、職務の級等による加算措置：有

退職手当

支給区分 自己都合 勧奨・定年 支給区分 自己都合 勧奨・定年

割合

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分

割合

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分 勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分 勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置：
5 〜 75％加算
退職時特別昇給（経過措
置）：4 号給

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置：
2 〜 20％加算

※平成 18 年度から従来の１号給を４分割した新給与制度に改正しています。このため、退職時特別昇給の４号給とは、従来の１号給相当額となります。
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　市の人事行政の運営等における公正性、透明
性を高めるために「地方公務員法」および「萩
市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤
務時間、その他の勤務条件などの状況について、
平成 17 年度および平成 18 年度の概要を公表
します。
■問い合わせ　

　総務課人事係　（２５・１２３９）

（１）採用試験実施状況（平成17年度）

人事行政の
運営等の概要を
公表します

（２）選考の状況（平成17年度）

（３）一般行政職の級別職員数の状況（H18.4.1現在）

※１　萩市の給与条例に基づく級区分による職員数です。
　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（４）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、　臨時または非常勤職員を除いています。　

区　　分 職員数 対前年
増減数

区　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成 17 年 平成 18 年 部　門 平成 17 年 平成 18 年

一般
行政部門

議　会 12 7 △ 5
特別

行政部門

教　育 114 108 △ 6
総　務 176 173 △ 3 消　防 78 87 9
税　務 39 40 1 小　計 192 195 3
民　生 159 149 △ 10 普通会計部門　計 797 786 △ 11
衛　生 64 68 4

公営企業等
会計部門

病　院 139 139 ―
労　働 1 1 ― 水　道 34 33 △ 1
農林水 65 66 1 下水道 24 25 1
商　工 25 24 △ 1 その他 43 54 11
土　木 64 63 △ 1 小　計 240 251 11
小　計 605 591 △ 14 合　計 1,037 1,037 ―

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容 吏員 吏員 主任 係　　長
課長補佐

課長補佐
課　　長 部次長 部長

職員数 19 人 35 人 167 人 192 人 92 人 25 人 20 人 550 人
構成比 3.5% 6.4% 30.4% 34.9% 16.7% 4.5% 3.6% 100%

１　職員の任免および職員数の状況

職種 採用予定数 申込者数 １次試験
受験者数

１次試験
合格者数

２次試験
受験者数

２次試験
合格者数 採用者数

消防士 10 人程度 87 人 76 人 30 人 28 人 10 人 10 人
技術吏員 1 人 6 人 6 人 3 人 3 人 1 人 1 人
看護師① 5 人程度 8 人 8 人 6 人 ― ― 6 人
看護師② 5 人程度 5 人 5 人 5 人 ― ― 5 人

理学療法士① 1 人 1 人 1 人 0 人 ― ― 0 人
理学療法士② 1 人 1 人 0 人 ― ― ― 0 人

２　職員の競争試験および選考の状況

（２）退職職員数（平成 17 年度）（１）採用職員数（H17.4.2〜H18.4.1）
消防士 医　師 技術吏員 看護師 計

10 人 5 人 1 人 11 人 27 人
退職者 28 人

採用試験以外に市民病院等の医師５人を選考により採用しています。
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（７）特別職の報酬等の状況（H18.4.1現在）

４　職員の勤務時間およびその他の勤務条件の状況
（１）勤務時間等

（２）休暇制度等について

５　職員の分限および懲戒処分の状況（平成17年度）
（１）分限処分者の状況

（２）懲戒処分者の状況

地方公務員法の規定により次のような職務上の義務があります。
　・法令等および上司の職務上の命令に従う義務　
　・政治的行為等の制限
　・信用失墜行為の禁止
　・争議行為等の禁止
　・秘密を守る義務
　・営利企業等の従事制限（許可状況：平成 17 年度 13 件）
　・職務に専念する義務

本市の人材育成として、山口県ひとづくり財団や自治大学校等
へ派遣研修を行い職員の資質の向上に努めています。
平成 17 年度の研修実績： 山口県ひとづくり財団へ 154 人
　　　　　　　　　　　　自治大学校へ 4 人

８　職員の福祉および利益の保護の状況
（１）福利厚生制度に関する状況（平成17年度）

（２）公務災害の認定状況（平成 17 年度）

９　公平委員会に係る業務の状況
○勤務条件に関する措置状況（平成17年度）
　該当なし
○不利益処分に関する不服申立ての状況（平成17年度）
　該当なし

勤務時間 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分 週休日：土曜日、日曜日
休日：国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末年始休憩時間 午後 0 時〜午後 0 時 45 分

休息時間 午後 0 時 45 分〜午後 1 時
午後 3 時〜午後 3 時 15 分

年次有給休暇 1 年につき 20 日間付与。4 月採用職員は 15 日間付与。
平成 17 年度の取得状況（一般行政職）：7.4 日

病気休暇 負傷または疾病のために療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる
場合の休暇。

特別休暇 結婚、出産、忌引など特別の事由により、勤務しないことが相当である場合の休暇。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等の負傷、疾病または老齢により日常生活を営むのに支
障がある者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における休暇。
平成 17 年の取得状況：0 件

育児休業 職員は 3 歳に満たない子を養育するため、3 歳に達する日まで育児休業することができる。
平成 17 年の取得状況：29 件

加入団体 災害件数 災害の内容
地方公務員災害補償基金
山口県支部 11 件 骨折、打撲等

特殊勤務手当

区　　分 全　職　種

17 年度

職員全体に占める支給職員の割合 33.7%
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 96,378 円

代表的な手当の名称 医学研究手当、福祉業務手当、清掃業務手
当、消防作業手当、救急出動手当

時間外勤務手当 17 年度
支給総額 1 億 5,201 万円

職員 1 人当たり支給年額 190,960 円

６　職員の服務の状況

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の状況

区　分 給料月額等 区　分 平成 17 年度支給割合

給　料 市　長
助　役

860,000 円
680,000 円

期末手当

市　長
　助　役　

6 月期　2.125 月分
12 月期　2.325 月分 加算措置：有

計　　4.45 月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

420,000 円
345,000 円
320,000 円

議　長
副議長
議　員

6 月期　1.60 月分
12 月期　1.75 月分 加算措置：有

計　　3.35 月分

免職 休職 降任 降給 計
0 人 4 人 0 人 0 人 4 人

免職 停職 減給 戒告 計
0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

区　分 受診者数 内　容　等

人間ドック 495 人 医療機関等が実施する総合健診
（30 歳以上の希望者）

定期健康診断 759 人 市が実施する一般健診

※平成 18 年７月１日から市長（４万円）、助役（３万円）の給料を減額しています。

（６）職員手当の状況（つづき）

職員ごとに年１回の昇給時期に勤務成績を評定しています。
（２）勤務成績の評定状況
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８
月
６
・
７
日
、
田
町
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド
が
七
夕
飾
り
で
彩
ら

れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
か
ら
続
く

行
事
で
、
主
催
は
田
町
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
で
す
。

　

保
育
園
や
小
学

校
、
福
祉
施
設
な

ど
35
団
体
が
参
加
。

多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
、
子
ど
も

の
書
い
た
願
い
事

を
見
つ
け
て
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

願
い
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に

全
国
組
み
木

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
国
和
船
研
究
会

　

８
月
26
日
、
萩
博
物
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、

大
学
や
博
物
館
、
民
間
な
ど
の
和

船
研
究
者
を
中
心
と
し
た
全
国
的

な
組
織
で
、
会
員
は
約
１
２
０

人
。
毎
年
１
回
、
全
国
各
地
で
研

究
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
大

会
で
は
、「
沖
縄
の
サ
バ
ニ
建
造
」

に
つ
い
て
萩
市
出
身
の
フ
ォ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
門
田
修
氏
が
研

究
発
表
を
行
う
な
ど
、
全
国
か
ら

５
人
の
和
船
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

萩
博
物
館
来
館
20
万
人
突
破

　

萩
博
物
館
の
入
館
者
が
８
月
29

日
、
20
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て

以
来
、
１
年
９
か
月
で
の
記
録
。

　

記
念
の
20
万
人
目
は
神
奈
川
県

相
模
原
市
の
学
生
、
木
谷
貴た

か

理ま
さ

さ

ん
。
母
親
と
伯
母
の
３
人
で
、
秋

芳
町
の
祖
母
の
墓
参
り
を
し
た

後
、
初
め
て
の
萩
観
光
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
。「
博
物
館
の
建
物
の

き
れ
い
さ
に
び
っ
く
り
。
萩
の
歴

史
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
、
旧
久
保
田
家
住
宅
で
開
催

さ
れ
、
魚
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
や
城
下
町
に
ち
な
ん
だ
作
品
約

２
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

組
み
木
の
普
及
・
発
展
を
目
的
に

全
国
各
地
で
活
動
し
て
い
る
「
組

み
木
創
作
の
会
」
が
主
催
で
、
同

会
の
メ
ン
バ
ー
31
人
が
出
展
し
ま

し
た
。

　

組
み
木
は
、
木
片
と
木
片
を
組

み
合
わ
せ
た
り
、
は
め
込
む
玩
具

で
す
。
８
月
２
日
、３
日
に
は
、萩

博
物
館
で
糸
の
こ
体
験
教
室
が
開

か
れ
、約
２
０
０
人
の
親
子
が
手

作
り
組
み
木
を
楽
し
み
ま
し
た
。

萩
七
夕
ま
つ
り

　

萩
で
は
昔
、
お
盆
の
行
事
と
し

て
、
各
町
内
や
家
々
の
前
に
萩
特

産
の
竹
で
七
夕
が
飾
ら
れ
、
川
に

流
し
て
い
ま
し
た
。
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８
月
24
日
、
市
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
小
・
中
学
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
で
は
、
児
童
生
徒
20
人

が
、「
将
来
の
夢
、
保
育
士
を
め

ざ
し
て
」、「
修
学
旅
行
で
学
ん
だ

こ
と
」、「
家
族
の
中
の
自
分
」
な

ど
、
将
来
の
夢
や
家
族
に
つ
い
て

な
ど
の
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
佐
々
並
中
学
校
が
地
域
の

伝
統
芸
能
「
大
下
神
楽
」「
段
七

踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

創
意
と
活
力
あ
る
学
校
を

ガ
ス
配
送
車
に
よ
る

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
車
」

　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

萩
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　
　

盆
踊
り
大
会

　

８
月
20
日
、
明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
川
上
保
育
園
の
和
太
鼓

の
演
奏
で
幕
開
け
。萩
の
盆
踊
り「
〜

夢
の
城
下
町
〜
萩
音
頭
」、「
炭
坑

節
」、「
長
州
音
頭
」、「
萩
つ
ば
き
音

頭
」
な
ど
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
田
万
川
盆
踊
り
保
存
会
が

「
江
崎
西
堂
寺
浮
島
地
蔵
縁
起
口
説
」

を
披
露
。
会
場
は
、
太
鼓
と
踊
り
の

競
演
で
熱
気
に
包
ま
れ
、
参
加
し
た

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
伝
統
文
化

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

農
業
・
農
村
滞
在
型
研
修
を
実
施

　

山
口
県
で
は
、
職
業
と
し
て
の

農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

高
校
生
を
対
象
に
滞
在
型
の
体
験

学
習
を
平
成
元
年
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
で
は
、
県
内
か
ら
６
人
の

学
生
が
８
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で

の
５
日
間
、
施
設
花
き
、
肉
用
牛
、

水
稲
・
野
菜
、
養
豚
の
４
戸
の
農

家
に
分
か
れ
て
研
修
に
励
み
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
生
の
中
に
は
就
農

希
望
者
も
あ
り
、
将
来
の
農
業
後

継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

㈳
山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
萩
支
部

（
会
長　

刀
禰
勇
）
の
ガ
ス
配
送
車

が
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
車
」
と
し

て
地
域
防
犯
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
、
８
月
17
日
に
市
民
館
で
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ガ
ス

配
送
車
に
「
こ
ど
も
１
１
０
番
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
、
運
転
手

が
配
送
や
営
業
途
中
に
、
犯
罪
・
事

故
等
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
か
ら
助
け

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
保
護
や
通
報

等
を
行
う
も
の
で
す
。　

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
車
」
は
、

平
成
11
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー
、
17
年

度
か
ら
郵
便
配
達
車
両
、
農
協
車
両

等
に
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

　

研
究
発
表
大
会
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木
間
風
鎮
祭

　

８
月
に
阿
武
川
温
泉
ふ
れ
あ
い

会
館
の
浄
化
装
置
を
交
換
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
安
全
で
き
れ
い
な

お
湯
に
浸
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
は
薬
剤
を
使
用
せ

ず
、
紫
外
線
と
光
触
媒
を
併
用
し

て
大
腸
菌
な
ど
の
有
害
な
細
菌
を

殺
菌
分
解
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
方
式
で
す
が
能
力
は

４
倍
に
ア
ッ
プ
し
、
１
時
間
当
た

り
12
ト
ン
処
理
で
き
ま
す
。

阿
武
川
温
泉
の
浄
化
装
置
を
更
新

　

８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
小
川
地
区
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
の
子
供
か

ぐ
ら
や
地
元
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
銭

太
鼓
や
フ
ラ
メ
ン
コ
の
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
保
存
会
に
よ
る
盆
踊
り
に
は
来

賓
の
方
や
一
般
の
方
も
参
加
し
、

会
場
に
大
き
な
踊
り
の
輪
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
２
０
０
０
発
の
花
火
が

江
崎
湾
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
晩
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

た
ま
が
わ
の
夏
を
締
め
く
く
る

田万川

萩

川上

カ
ヌ
ー
で

　

水
の
都
・
萩
を
再
発
見
　

８
月
27
日
、
河
添
河
川
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
三
角
州
１
周
約

11
・
３
km
を
５
人
１
チ
ー
ム
で
回

る
カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
15
チ
ー
ム
75

人
が
参
加
し
、
水
の
都
・
萩
で
の

カ
ヌ
ー
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
平
成
６
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
に
開

催
さ
れ
る
山
口
国
体
で
カ
ヌ
ー
競

技
の
会
場
に
萩
が
選
ば
れ
た
こ
と

を
受
け
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
木
間
若
宮
神
社
境

内
で
、
お
盆
の
帰
省
客
が
訪
れ
る

中
、
木
間
地
区
あ
げ
て
風
鎮
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
代
の
舞
」
は
、
約
１
５
０

年
前
、
上
方
か
ら
伝
習
し
た
も
の

で
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
た
め
の

舞
で
す
。「
風
避
け
る
祭
」
風
鎮

祭
で
奉
納
さ
れ
、
市
指
定
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
紋
付

き
・
袴
・
五
色
の
装
束
を
ま
と
い
、

太
鼓
や
笛
の
鳴
り
物
に
あ
わ
せ
て

舞
を
披
露
。
木
立
ち
に
囲
ま
れ
た

静
か
な
神
社
で
、
夏
の
夜
の
舞
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
９

時
、入
浴
料
は
大
人
４
０
０
円
で
す
。

た
ま
が
わ
夏
ま
つ
り



市報HAGI●2006（平成18）年９月15日号 �0

むつみ
　

８
月
23
日
、
弥
富
自
転
車
ク
ラ
ブ

と
弥
富
公
民
館
に
よ
る
「
第
１
回
弥

富
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

弥
富
支
所
を
出
発
し
、
鈴
野
川
地

区
を
通
っ
て
道
永
の
滝
ま
で
の
約
20

㎞
の
距
離
を
自
転
車
で
走
行
す
る
も

の
で
、
６
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

途
中
、
数
回
の
休
憩
を
は
さ
み
な

が
ら
、
上
り
下
り
の
激
し
い
コ
ー
ス

を
約
２
時
間
半
か
け
て
走
破
し
ま
し

た
。
ま
た
、
目
的
地
の
道
永
の
滝
で

は
、
み
ん
な
で
そ
う
め
ん
流
し
を
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

道
永
の
滝
で

　
　

そ
う
め
ん
流
し

阿
武
萩
和
牛
共
進
会

　

紫
福
壇だ

ん
い
ま
き

今
木
に
広
が
る
一

面
の
ひ
ま
わ
り
畑
が
あ
り
ま

す
。

　

地
元
の
４
人
の
方
が
「
休

耕
田
を
荒
ら
し
て
お
く
の
は

も
っ
た
い
な
い
」
と
今
年

か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
は

約
２
０
０
０
㎡
の
田
に
約

３
０
０
０
本
の
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
誇
り
ま
し
た
。

太
陽
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は

福栄

須佐
　

８
月
23
日
、
む
つ
み
肉
用
牛
集
出

荷
施
設
で
阿
武
萩
和
牛
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
管
内
畜
産
農
家
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
牛
21
頭
の
発
育
状
況
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
年
月
日
を
三
区
分
し
て
審
査

の
結
果
、
山
影
光
雄
さ
ん
（
紫
福
）、

三み
あ
け明

伸
二
さ
ん
（
鈴
野
川
）、
嶽だ

け

延の
ぶ

洋ひ
ろ

さ
ん
（
須
佐
）、
審
査
員
特
別
推

薦
と
し
て
奈
古
高
等
学
校
の
牛
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
牛
は
、
10

月
に
山
口
市
で
開
催
さ
れ
る
山
口
県

畜
産
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
14
日
、
川
に
親
し
み
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う
と
、
阿
武
川
漁
協
明
木
支

部
の
主
催
に
よ
り
、
明
木
川
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
木
川
に
約
２
０
０
０
匹
の

鮎
が
放
さ
れ
、
子
供
も
大
人
も

び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
か
ら
必

死
に
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
恒
例

の
行
事
に
、
盆
の
帰
省
客
や
地

元
の
親
子
連
れ
な
ど
約
５
０
０

人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鮎
の
つ
か
み
ど
り

旭
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児
童
手
当
の
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
法
が
４
月
に
改
正
さ

れ
、
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
６

年
生
ま
で
に
拡
大
し
、
所
得
制
限

の
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
で
新
規
に
対
象
と

な
る
方
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
方
は
、
至
急
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

９
月
30
日
ま
で
に
請
求
が
な
い

場
合
、
４
月
に
遡
っ
て
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
２
５
・
３
５
３
６
）

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

の
給
付
が
変
わ
り
ま
す

　

10
月
か
ら
、
補
装
具
お
よ
び
日

常
生
活
用
具
の
種
目
と
、
利
用
者

負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
補
装
具
の
利
用
者
負
担
額
が
応

能
負
担
か
ら
１
割
の
定
率
負
担
に

な
り
ま
す
。（
所
得
に
応
じ
て
負

担
上
限
が
あ
り
ま
す
）

※
日
常
生
活
用
具
の
利
用
者
負
担

額
は
、
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

②
今
ま
で
補
装
具
と
し
て
給
付
さ

れ
て
い
た
点
字
器
、
頭
部
保
護

帽
、人
工
喉
頭
、歩
行
補
助
杖
（
一

本
杖
）、
収
尿
器
、
ス
ト
マ
用
装

具
は
日
常
生
活
用
具
へ
移
行
し
ま

す
。

※
色
眼
鏡
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

③
今
ま
で
日
常
生
活
用
具
と
し
て

給
付
さ
れ
て
い
た
重
度
障
害
者
用

意
思
伝
達
装
置
は
、
補
装
具
へ
移

行
し
ま
す
。

※
浴
槽
（
湯
沸
器
含
む
）、
パ
ソ

コ
ン
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を
！

　

10
月
１
日
現
在
で
平
成
18
年
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
や
企
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
施

策
の
企
画
・
立
案
な
ど
の
資
料
と

し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員

が
調
査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
調
査
対
象　

す
べ
て
の
事
業

所
・
企
業

問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係（

２
５
・
３
４
３
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
申
請
等
の
特
例

　

平
成
17
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
等
に
つ

い
て
、
特
例
措
置
と
し
て
10
月
31

日
ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

•
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
は
、

平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
６

月
ま
で
の
期
間
。

•
学
生
納
付
特
例
は
、
平
成
17
年

４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で
の

期
間
。

問
い
合
わ
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

（
２
４
・
２
１
５
６
）

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

本
の
寄
贈
の
お
願
い

　

11
月
５
日
（
日
）、
萩
図
書
館

ま
つ
り
で
古
本
市
を
行
い
ま
す
の

で
、
寄
贈
い
た
だ
け
る
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
萩
図
書
館
、
わ
く
わ

く
子
ど
も
図
書
館
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
百
科
事
典
は
除
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

９
月
15
日
〜
10
月

15
日問

い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

ベ
ッ
ド　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト

ソ
フ
ァ
ー　

タ
ン
ス　

エ
ア
コ
ン

電
気
こ
た
つ　

遠
近
両
用
眼
鏡

救
命
胴
衣　

携
帯
ガ
ス
コ
ン
ロ

健
康
器
具
（
ウ
ォ
ー
カ
ー
）　

四
輪
電
動
車　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス　

Ｃ
Ｄ
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン　

扇
風
機　

カ
ラ
オ
ケ
ソ
フ
ト
（
Ｖ
Ｈ
Ｄ
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服
（
小
学
校
男
子
、

萩
東
中
女
子
）　

中
学
校
教
科
書
・

問
題
集　

二
段
ベ
ッ
ド　

踊
り
の

扇
子　

テ
レ
ビ　

机　

い
す　

昭

和
30
年
代
民
具　

原
付
バ
イ
ク

萩
市
史　

登
山
用
杖　

ベ
ビ
ー

カ
ー　

パ
ソ
コ
ン　

オ
ル
ガ
ン　

洗
濯
機　

冷
蔵
庫　

チ
ェ
キ
（
イ

ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
）

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
ま
ず
広
報
課

（
２
５
・
３
１
７
８
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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　来春小学校に入学するお子さんの健康診断
を行います。該当するご家庭には通知書を配
付しますが、転居された方や市内へ転入され
た方等で実施日の 10 日前までに、通知書が
届かない場合は、お問い合わせください。

来年度就学児童の
健康診断

萩
・
三
隅
道
路
現
場
見
学
会

■
と
き　

９
月
30
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

■
集
合
場
所　

市
役
所
前
庭

■
対
象
者　

18
歳
以
上
の
市
民

■
見
学
場
所　

現
在
工
事
中
の
飯

井
第
一
橋
、
貫
通
し
た
明
石
第
一

ト
ン
ネ
ル
等

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

山
口
県
国
道
１
９
１
号

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

■
申
込
方
法　

土
木
課
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
施
設
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

９
月
21
日
ま
で
に
、
土
木
課
（
２

５
・
３
８
３
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
６

７
５
６
）
ま
た
は
各
総
合
事
務
所

施
設
課
へ

「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」・「
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
」
の
募
集

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
萩
市
全
域
を
対

象
に
、「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
「
萩
市
ま
ち
の
緑
賞
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

■
部
門

【
個
人
】
個
人
で
管
理
し
て
い
る

花
壇

【
地
域
・
職
域
団
体
】
各
地
域
や

事
業
所
等
で
管
理
し
て
い
る
花
壇

【
学
校
花
壇
】
学
校
で
管
理
さ
れ

て
い
る
花
壇

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
未

満
の
花
壇
が
対
象
で
す

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
】

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の
沿

道
の
塀
、
壁
、
庭
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
以
下
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

９
月
29
日
（
金
）

○
萩
市
ま
ち
の
緑
賞

■
応
募
対
象　

公
道
に
面
し
、
生

け
垣
や
樹
木
・
花
木
に
よ
り
美
し

い
景
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
所

■
審
査
日　

10
月
２
日
（
月
）

■
応
募
方
法　

９
月
22
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進

係
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号（
萩
市
ま
ち
の
緑
賞
は
樹
種
・

学校名 予定数 実施日 時間
川上小学校 8 10 月 23 日（月）14:00 〜
小川小学校 6 10 月 24 日（火）13:15 〜
多磨小学校 11 10 月 31 日（火）10:00 〜

むつみ小学校 8 10 月 27 日（金）13:30 〜
育英小学校 22 11 月 20 日（水）13:30 〜
弥富小学校 3 11 月 28 日（火）14:00 〜

鈴野川小学校 1 弥富小学校で実施
明木小学校 8 11 月 10 日（金）14:00 〜

佐々並小学校 3 11 月  2 日（木）13:00 〜
紫福小学校 4 11 月  2 日（木）14:00 〜
福川小学校 3 11 月  8 日（水）14:45 〜

学校名 予定数 実施日 時間
明倫小学校 127 10 月 12 日（木）12:50 〜
椿東小学校 79 10 月 25 日（水）13:00 〜

越ヶ浜小学校 18 10 月 24 日（火）12:50 〜
椿西小学校 45 11 月 10 日（金）13:00 〜
白水小学校 23 11 月  1 日（木）13:00 〜
木間小学校 1 白水小学校で実施
三見小学校 7 10 月 13 日（金）13:00 〜
大井小学校 17 10 月 18 日（水）13:00 〜
大島小学校 5 10 月  5 日（木）13:30 〜
見島小学校 3 10 月 18 日（水）14:00 〜

問い合わせ　学校教育課（２５・３５６４）
　　　　　　　教育委員会各地域事務所

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪

質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

安
価
な
感
知
器
を
高
額
で
売
り

つ
け
る
悪
質
な
訪
問
販
売
が
発
生

し
ま
し
た
。
点
検
業
者
を
装
い
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
義
務

に
な
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
台
所

に
感
知
器
（
定
価
１
６
８
０
円
）

を
１
個
取
り
付
け
、
代
金
と
し
て

１
万
９
０
０
０
円
を
請
求
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト

•
消
防
職
員
が
販
売
・
斡
旋
は
行

い
ま
せ
ん
。

•
設
置
は
義
務
化
さ
れ
た
が
、
罰

則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
台
所
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
義
務
の
対
象
は
寝
室
）

•
確
認
書
等
に
は
絶
対
サ
イ
ン
・

押
印
は
し
な
い
。

•
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定

（
Ｎ
Ｓ
）
マ
ー
ク
の
入
っ
た
感
知

器
を
目
安
に
す
る
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
消
防
署
・
警

察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）
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所
有
者
・
所
在
地
）
を
記
入
の
う

え
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
下
さ
い
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５
萩
市

都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進
係

（
２
５
・
３
６
４
４
）

萩
時
代
ま
つ
り
「
萩
時
代

パ
レ
ー
ド
」
歴
代
藩
主
役

　

11
月
12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

る
「
萩
時
代
ま
つ
り
」
の
メ
イ
ン

「
萩
時
代
パ
レ
ー
ド
」
で
、
萩
藩

歴
代
藩
主
に
扮
し
て
毛
利
の
城
下

町
・
萩
を
パ
レ
ー
ド
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
（
パ
レ
ー
ド
は

正
午
〜
午
後
１
時
30
分
）

※
当
日
は
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

毛
利
秀
就（
初
代
）

〜
毛
利
敬
親
（
13
代
）
ま
で
の
13

人※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、
10

月
下
旬
に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

■
参
加
料　

１
万
円（
衣
装
代
等
）

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
等
は
参
加

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
応
募
条
件　

身
長
１
６
０
〜

１
７
５
cm
の
方
（
甲
冑
を
着
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
）

■
応
募
方
法　

10
月
20
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
様
式

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、身
長
を
記
入
の
う
え
、

萩
時
代
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市

観
光
課
内
萩
時
代
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
２
５
・
３
１
３
９
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
０
７
１
６
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
子
育
て
遠
足

■
と
き　

10
月
６
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

指
月
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
堀
内
体
育
館
）

■
内
容　

ゲ
ー
ム
、
散
策
な
ど

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

９
月
29
日

○
観
劇
「
劇
団
ち
ろ
り
ん
」

■
と
き　

10
月
12
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
10
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

劇
「
力
太
郎
」

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

▼
花
木
の
配
付

■
と
き　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
配
付
苗　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ト
サ

ミ
ズ
キ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
レ
ン

ギ
ョ
ウ
、（
各
５
０
０
円
、
１
人

４
本
ま
で
）

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
秋
の
草
花
の
苗
の
配
付

■
と
き　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
配
付
苗　

ハ
ボ
タ
ン
４
種
類
・

丸
葉
・
ち
り
め
ん
の
各
紅
白
（
各

70
円
）、パ
ン
ジ
ー
、テ
ル
ス
タ
ー
、

ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、
キ
ン
セ
ン
カ
、

ビ
オ
ラ
（
各
50
円
）

※
予
約
多
数
の
場
合
は
、
数
の
調

整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
つ
る
細
工
教
室

■
と
き　

午
後
１
時
〜

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

▼
児
童
絵
画
作
品
募
集

　

幼
児
・
小
学
生
児
童
に
よ
る
絵

画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
私
の
花
と
緑
」

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

今
年
新
築
さ
れ
た
お
宅
に

夏
み
か
ん
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
３
本
ま
で
）

申
込
期
限　

い
ず
れ
も
10
月
５
日

▼
松
の
剪
定
教
室

■
と
き　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
往
還
梅
林
園
（
萩

往
還
梅
林
園
駐
車
場
集
合
）

■
持
参
品　

軍
手
、剪
定
バ
サ
ミ
、

作
業
で
き
る
服
装
、
脚
立
（
持
参

で
き
る
方
の
み
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進
係

（
２
５
・
３
６
４
４
）
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
花
木
・

草
花
の
種
類
、
本
数
、
ま
た
は

希
望
教
室
名
を
記
入
の
う
え
提
出

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

松
の
剪
定
教
室
、
花
木
の
配
布
、
秋
の
草
花
の
苗
の

配
布
、
つ
る
細
工
教
室
、
押
し
花
コ
ー
ナ
ー
な
ど

10
月
21
日
土

10
月
22
日
日

萩
・
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
広
場

10
月
は
都
市
緑
化
月
間
で
す

募
集

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市

申
し
込
み

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）

地
域
開
放
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
会
員

　

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き

の
介
護
予
防
の
た
め
の
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む

ね
40
歳
以
上
の
方

■
利
用
で
き
る
時
間　

午
後
５
時

〜
８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

午
後
５
時
30
分
〜
）

■
登
録
料　

会
費
２
０
０
０
円

（
有
効
期
間
６
か
月
、
保
険
料
含

む
）

■
必
要
な
物　

印
鑑
、
登
録
料

申
し
込
み

萩
市
か
が
や
き
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
（
２
４
・
４
１
１
１
）
八や

じ道
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萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

ち
び
っ
こ
広
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

　

県
で
は
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
内
の
ち
び
っ
こ
広
場
に
、
大
型

複
合
遊
具
の
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
大
型
遊
具
の
選
定
の
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ち
び
っ

こ
広
場
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

■
開
催
期
間　

10
月
〜
来
年
３
月

（
全
３
〜
４
回
）

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人

で
、
子
供
の
遊
び
場
に
対
す
る
意

見
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

５
人
以
内　

■
応
募
方
法　

９
月
25
日
ま
で

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
希
望

と
書
い
て
、
応
募
の
動
機
お
よ
び

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
都
市
計
画

課
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
公
園
係
（
２
５
・
３
１
６

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
６
７
５
６
）

陶
芸
教
室　

Ｍ
工
房

■
と
き　

９
月
20
日
〜
10
月
18
日

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
午

後
９
時
30
分
、
11
月
に
２
回
（
計

７
回
）

■
と
こ
ろ　

吉
部
公
民
館
（
む
つ

み
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

■
内
容　

茶
碗
・
小
皿
・
湯
呑
み
・

箸
置
き
等
の
作
製

■
講
師　

森
田
博
之
（
七し

ち
り
あ
ん

里
庵
・

高
佐
下
）　

■
受
講
料　

２
０
０
０
円

■
持
参
物　

タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・

新
聞
紙
・
雑
巾
・
汚
れ
て
も
よ
い

服
装

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
２
級
課
程
受
講
生

　

老
人
や
障
害
者
等
の
介
護
に
必

要
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
修
得

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の

資
格
取
得
を
目
的
と
し
た
研
修
で

す
。

■
と
き　

10
月
24
日
〜
12
月
22
日

（
平
日
の
み
、
全
42
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

課
程
、
障
害
者
（
児
）
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
課
程
、
難
病
患
者
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

■
対
象
者　

研
修
終
了
後
、
関
連

職
種
に
就
職
を
希
望
す
る
方（
離
・

転
職
者
含
む
）

■
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
万
円
が
必
要
）

■
定
員　

20
人

■
申
込
方
法　

９
月
28
日
ま
で

に
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）

維
新
の
里
を
歩
こ
う

　

志
士
た
ち
の
旧
宅
、
明
治
維
新

ゆ
か
り
の
史
跡
が
数
多
く
点
在
す

る
旧
松
本
村
地
区
を
、
ガ
イ
ド
の

空き家情報をお知らせください

　市では、団塊の世代を中心とした
ＵＪＩターン希望者の定住を支援す
るため、定住総合相談窓口、空き家
情報バンクを開設し、ホームページ
で紹介しています。
定住支援ホームページ
http://www.hagicity.com/teijyu/
登録物件（９月１日現在）
　萩地域１件、田万川地域２件、旭
地域２件。詳しくはホームページを
ご覧ください。

空き家情報
バンク
　現在使用
されていな
い住宅等を
貸家等として活用するため、所有
者の了解を得て、空き家情報バン
クに登録し、ＵＪＩターン希望者
の住まい（賃貸、売買）として情
報提供を行います。
　現在、多くの方から定住に関す
るご相談をいただいています。空
き家をお持ちの方、空き家情報を
ご存知の方、ぜひご連絡下さい。

問い合わせ　
企画課内定住総合相談窓口（２５・
３ ８ １ ９）、E メ ー ル teijyu@
city.hagi.yamaguchi.jp

詳
し
い
説
明
を
受
け
な
が
ら
楽
し

く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
（
受
付
午
前
８

時
30
分
〜
、
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所　

松
陰
神
社
記
念
館

■
散
策
場
所　

椎
原
、
松
本
市
、

中
ノ
倉
地
区

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
小
学
校
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）

■
定
員　

70
人
程
度
（
先
着
順
）

※
班
編
成
は
事
務
局
で
行
い
ま

す
。

■
参
加
料　

一
般
５
０
０
円
、
小

中
学
生
２
０
０
円
（
昼
食
代
、
損

害
保
険
料
等
、
当
日
徴
収
）

■
そ
の
他　

歩
き
や
す
い
服
装

で
、
水
筒
持
参
の
こ
と
。
雨
天
時

は
、
松
陰
神
社
記
念
館
内
で
卓
話

を
行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

10
月
10
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
送
付

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１
萩
市
椿

東
１
５
３
７
（
椎
原
）　

松
陰
神

社
社
務
所
内
維
新
の
里
づ
く
り
協

議
会
事
務
局
（
２
２
・
４
６
４
３
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
・
４
２
８
２
）

〜萩ふるさとターン応援団・空き家情報バンク〜
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９
月
19
日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会

む
つ
み
地
域
事
務
所
（
０
８
３
８

８
・
６
・
０
２
３
６
）
へ

国
際
空
手
健
康
教
室

　

空
手
の
基
本
技
を
日
本
語
、
英

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
紹
介
し
な
が

ら
、
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
武
道

練
習
場
（
旧
明
経
中
体
育
館
）

■
指
導
者　

扇
屋
直
幸
（
糸し

と
う
り
ゅ
う

東
流

日
本
空
手
道
正せ

い
こ
う
か
い

晃
会
師
範
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
外

国
人
の
方
、初
心
者
の
方
大
歓
迎
）

■
参
加
料　

無
料

■
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

主
催
・
申
し
込
み

萩
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

（
５
４
・
２
４
８
０
）
扇
屋

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
も
ち
、

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
本
人

や
家
族
の
皆
さ
ん
を
支
え
る
仲
間

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
初
め
て
の
集
い
で

す
。
同
じ
障
害
を
持
つ
仲
間
の
話

し
合
い
に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
と
き　

10
月
８
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

説
明
、
ス
ト
マ
（
補
装
具
）
の
説

明
と
商
品
展
示
な
ど

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

山
口
県
支
部

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
内
萩
市
身
体
障

害
者
団
体
連
合
会
事
務
局

（
２
２
・
２
２
８
９
）

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

「
お
父
さ
ん
＆
お
母
さ
ん
セ

ミ
ナ
ー
」

　

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
は
、
家
庭

教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
参
加
者

み
ん
な
で
考
え
て
い
く
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

　

今
回
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
で
、

「
お
父
さ
ん
＆
お
母
さ
ん
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　

   

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

　

観
光
客
に
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
を
実
践
し
て
い
る

方
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
萩
お
も

て
な
し
大
賞
」
の
表
彰
式
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
７
日
（
土
）
午
後

６
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

【
表
彰
式
】
午
後
６
時
〜

【
記
念
講
演
】
午
後
７
時
〜

■
演
題　

お
も
て
な
し
の
心

■
講
師　

佐
藤
芳
直
（
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

㈱
船
井
総
合
研
究
所
常
務
取
締
役

を
退
任
後
、
㈱
Ｓ
・
Ｙ
ワ
ー
ク
ス

を
設
立
し
代
表
取
締
役
に
就
任
。

日
本
一
の
感
動
講
演
と
し
て
知
ら

れ
る
。
著
書
「
船
井
幸
雄
の
ヒ
ン

ト 

勝
ち
方
の
法
則
」
ほ
か
多
数
。

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

萩
お
も
て
な
し
推
進
協

議
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」

表
彰
式
・
記
念
講
演

■
内
容　

講
演
「
子
ど
も
の
子
育

て
は
初
心
者
マ
ー
ク
〜
小
中
学
生

の
発
達
に
つ
い
て
〜
」

■
講
師　

石
橋
剛
（
萩
養
護
学
校

教
諭
）

■
対
象
者　

小
中
学
生
の
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

10
月
10
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取

得
講
習
会

■
と
き　

10
月
19
日
（
木
）、
20

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

消
防
本
部

■
受
講
対
象
者　

①
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
に
お
い

て
、
防
火
管
理
業
務
の
管
理
、
監

督
的
立
場
の
方

②
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方

■
受
付
期
間　

９
月
20
日
〜
10
月

４
日

■
受
講
料　

３
５
０
０
円

■
申
込
方
法　

消
防
本
部
予
防
課

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出

主
催
・
申
し
込
み

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

　

作
家
の
三
好
徹
先
生
の
長
州

フ
ァ
イ
ブ
の
ひ
と
り
伊
藤
博
文
に

焦
点
を
あ
て
た
講
演
会
で
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
演
題　

志
士
か
ら
元
老
へ

■
講
師　

三
好
徹
（
作
家
）

　

１
９
３
１
年
東
京
都
生
ま
れ
。

51
年
横
浜
国
立
大
学
卒
。
読
売
新

聞
社
勤
務
を
経
て
67
年「
聖
少
女
」

で
直
木
賞
を
受
賞
。
主
な
作
品
に

「
風
塵
地
帯
」（
日
本
推
理
作
家
協

会
賞
）、「
天
馬
の
如
く
」、「
日
本

宰
相
列
伝
」
な
ど
多
数
。

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　
（
財
）
上

う
え
ひ
ろ廣

倫
理
財
団

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、臨
時
駐
車
場
（
萩
西
中
な
ど
）

ま
た
は
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
第
１
係

（
２
５
・
３
１
０
２
）

歴
史
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
三
好
徹
が
語
る
伊
藤
博
文
〜
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長
谷
川
等
伯
は
、
狩
野
永
徳

と
並
び
称
さ
れ
る
桃
山
時
代
の

画
壇
の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
雪
舟
流
の
画
法
を
学

び
、
水
墨
画
だ
け
で
な
く
、
色

彩
豊
か
な
着
色
画
も
描
き
ま
し

た
。

■
萩は

ぎ
す
す
き
ず
び
ょ
う
ぶ

芒
図
屏
風

　

右
隻
に
は
咲
き
乱
れ
る
白
萩

を
、
左
隻
に
は
楚
々
と
し
た

ス
ス
キ
と
野
菊
を
描
い
て
い
ま

す
。
画
面
の
右
側
か
ら
今
ま
さ

に
秋
風
が
吹
き
始
め
て
左
隻
中

央
に
さ
し
か
か
っ
た
、
そ
の
瞬

間
を
描
い
た
作
品
で
す
。
こ
の

屏
風
の
前
に
た
た
ず
む
時
、
萩

と
ス
ス
キ
の
草
原
の
中
で
桃
山

の
風
が
吹
き
抜
け
る
の
を
感
じ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

名
品
紹
介
シ
リ
ー
ズ
❸

大
本
山
相
国
寺
と
金
閣
・
銀
閣
の
名
宝
展

「
桃
山
画
壇
の
巨
匠

長
谷
川
等
伯
の
世
界
」

萩京
都
の
相
国
寺
・
金
閣
寺
・
銀
閣
寺
に
伝
わ
る
多
く
の
名
宝

の
中
か
ら
、
主
に
室
町
文
化
や
桃
山
文
化
を
象
徴
す
る
絵
画

や
墨
蹟
、
茶
道
具
な
ど
の
逸
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館（
２
５
・
６
４
４
７
）

９
月
15
日（
金
）〜
10
月
25
日（
水
）

博物館

△萩芒図屏風（右隻部分）　長谷川等伯筆

◆
前
売
券
（
大
人
）
発
売
中
！

【
前
売
】
８
０
０
円
、【
当
日
】

１
０
０
０
円

※
高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円　

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、

各
総
合
事
務
所
、
観
光
協
会
、

市
内
各
道
の
駅
ほ
か

国
民
年
金
基
金
の
年
金
相

談
会

■
と
き　

９
月
28
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー

■
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
（
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金

加
入
中
の
方
）

■
内
容　

わ
か
り
や
す
い
年
金
制

度
の
説
明
と
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後

の
備
え
の
た
め
の
国
民
年
金
基
金

に
つ
い
て
、
個
別
に
相
談
・
質
問

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
相
談
員　

山
口
県
国
民
年
金
基

金
の
職
員

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま
す

■
主
催　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

問
い
合
わ
せ

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

萩
国
際
大
学
が
、
山
口
福
祉
文

化
大
学
に
衣
替
え
し
「
健
康
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
」
を
新
設
す
る
記

念
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
19
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
国
際
大
学
体
育
館

■
内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

を
通
じ
て
身
体
を
動
か
し
、
楽
し

さ
、
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
日
常
的

体
型
の
整
え
方
を
学
ぶ

■
講
師　

長
野
真
弓
（
九
州
大
学

ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
客
員

助
教
授
）

■
対
象
者　

30
〜
40
代
の
女
性

■
教
材
料　

３
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
修
了
証
、
記
念
品
カ
ロ

リ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
等
）

■
定
員　

30
人
程
度

■
申
込
方
法　

10
月
11
日
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

萩
国
際
大
学
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
主
催
・
申
し
込
み

萩
国
際
大
学
（
２
４
・
４
０
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
４
０
９
０
）

萩
・
阿
西
科
学
展
覧
会
、

科
学
研
究
発
表
会

　

萩
市
・
阿
武
町
の
小
・
中
学
生

が
夏
休
み
を
利
用
し
て
製
作
、
研

究
し
た
科
学
工
作
作
品
や
研
究
物

の
展
覧
会
、
研
究
発
表
会
を
行
い

ま
す
。

○
科
学
展
覧
会

■
と
き　

９
月
29
日
（
金
）
〜
10

月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
１
日
は
午
後
3
時
30

分
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

○
科
学
研
究
発
表
会

■
と
き　

10
月
10
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
５
８
）

◆
マ
イ
た
う
ん
萩（
10
分
間
）

•
９
月
14
日
放
送　

　
「
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち

２
０
０
６
」

•
９
月
21
日
放
送　

　
「
10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
・
老

人
保
健
が
変
わ
り
ま
す
」

•
９
月
28
日
放
送　

　
「
萩
博
物
館
展
覧
会　

大
本
山

相
国
寺
と
金
閣
・
銀
閣
の
名
宝
展
」

問
い
合
わ
せ　

広
報
課　
　
（
２
５
・
３
４
７
１
）

萩
市
の
行
政
番
組

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

放
送
予
定

★
毎
週
木
曜
放
映
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通行規制にご協力を
■下水道工事（新川・無田ケ原地区）

■工事期間　９月中旬〜平成 19 年
３月下旬（予定）
■作業時間　午前８時 30 分〜午後
５時
■規制内容　車両片側交互通行（歩
行者・自転車は通行可、夜間は開放）

問い合わせ
下水道建設課（２５・４６５１）

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
２
０
０
６
萩
大
会

　

約
30
種
類
の
科
学
実
験
や
科
学

工
作
な
ど
を
通
し
て
楽
し
く
科
学

を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
親

子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

■
主
催　

青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
２
０
０
６
萩
大
会
実
行
委

員
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
５
８
）

劇
団
さ
く
ら
組
「
早
春
譜
」

　

戊
辰
戦
争
で
長
州
に
敗
れ
た
会

津
人
の
心
の
わ
だ
か
ま
り
と
和
解

を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
。
萩
と
会
津
の
文
化
交
流
の
先

駆
け
に
な
り
ま
し
た
。

■
と
き　

９
月
30
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
、
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

大
人
１
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
１
０
０
０
円

※
当
日
券
３
０
０
円
増
。

■
前
売
券
販
売
所　

市
役
所
案
内

係
、
シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩
オ
フ
ィ

ス
、
ア
ト
ラ
ス
萩
、
サ
ン
リ
ブ
萩

店
、
萩
楽
器
店

問
い
合
わ
せ

シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩
オ
フ
ィ
ス

（
２
５
・
４
８
４
３
）

萩
市
美
術
展

　

市
内
全
域
の
一
般
・
高
校
生
か

ら
応
募
さ
れ
た
約
１
５
０
点
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
〜
８

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

平
面
（
日
本
画
、洋
画
、

工
芸
）、立
体
（
彫
塑
、工
芸
）、書
、

写
真
の
４
部
門
に
よ
る
作
品
展

◆
表
彰
式

▽
10
月
１
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
▽
市
民
館
ロ
ビ
ー

※
表
彰
式
終
了
後
、
作
品
展
示
会

場
で
審
査
員
に
よ
る
作
品
講
評
会

を
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課
文
化
振
興
室

（
２
５
・
３
５
９
０
）

そ
ば
の
花
ま
つ
り
（
弥
富
）

　

弥
富
地
区
で
は
、
平
成
７
年
か

ら
転
作
田
を
利
用
し
て
そ
ば
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
10

月
初
旬
に
は
「
そ
ば
の
白
い
花
」

前 

売 

券 

発 

売 

中

人
間
国
宝

「
三
輪
壽
雪
の
世
界
」
展

　
「
萩
焼
」
の
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
人
間
国
宝
）
で
、
96

歳
の
今
も
現
役
の
陶
芸
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
三
輪
壽
雪
（
本
名

節さ
だ
お夫

）
の
80
年
に
お
よ
ぶ
作
陶
生

活
の
集
大
成
と
し
て
、
初
期
作
か

ら
最
新
作
ま
で
が
一
堂
に
会
す
る

初
め
て
の
回
顧
展
で
す
。

■
と
き　

10
月
７
日
（
土
）
〜
11

月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
立
萩
美
術

館
・
浦
上
記
念
館

■
前
売
券
料
金　

一
般
８
０
０

円
、
学
生
６
０
０
円

※
当
日
券
２
０
０
円
増
。

■
前
売
券
販
売
所　

市
役
所
案
内

係
、
萩
市
観
光
協
会
、
萩
商
工
会

議
所
、
ア
ト
ラ
ス
萩
、
サ
ン
リ
ブ

萩
店
、
市
内
ホ
テ
ル
ほ
か　

問
い
合
わ
せ

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
（
２
４
・
２
４
０
０
）

が
田
ん
ぼ
一
面
に
広
が
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

弥
富
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
周
辺

■
内
容　

地
元
産
そ
ば
の
販
売
、

そ
ば
打
ち
体
験
、
そ
ば
の
早
喰
い

競
争
、子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

劇
団
「
弥
富
っ
子
」
に
よ
る
音
楽

劇
〜
龍
の
お
く
り
も
の
〜
な
ど

■
主
催　

弥
富
む
ら
お
こ
し
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

赤あ
か
ま
い米

フ
ェ
ス
タ
（
須
佐
）

　

須
佐
地
域
で
は
、
平
成
元
年
か

ら
地
名
由
来
（
須す

さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
）
に

ち
な
ん
だ
古
代
米
「
赤
米
」
の
産

地
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

白萩手桶花入（‘65）

■
と
き　

10
月
８
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
須
佐（
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
構
内
）

■
内
容　

赤
米
製
品
の
販
売
、
も

ち
つ
き
体
験
、
赤
米
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど

■
主
催　

須
佐
特
殊
米
産
地
化
推

進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

寄
付

　

萩
ラ
グ
ビ
ー
協
会
（
会
長　

秋

尾
護
）
か
ら
、
交
通
遺
児
の
た
め

に
、
現
金
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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萩が全国に誇る高級イカ、
またの名は「イカの女王」

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※８月16日〜８月31日受付分

■人の動き（平成18年８月末日）
人口／58,671人（前月比－61）　男／27,041人（前月比－32）　
女／31,630人（前月比－29）　世帯数／24,674世帯（前月比－13）
出生／26人　死亡／72人（８月分）

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 死亡日 住　所

標的めがけて　
いざ放水！

表紙

　表紙の写真は、９月３日萩市消防操法大会、
基本操法での放水の場面。基本操法は、ホース
をつないで火点に見立てた標的に向けて放水す
るまでの迅速さと正確さを競います。

　柔らかく甘味があるイカとして、「イカの女王」と
も呼ばれるケンサキイカ、萩を代表する特産品です。
　例年梅雨明け頃から、魚市場には連日 500 箱以上
と大量に水揚げされます。活きイカ料理で有名な佐賀
県の呼子にも、萩から活魚車で運ばれており、萩がケ
ンサキイカの一大産地であることを示す一例です。胴
長 30 ㎝近い大型のものも多く、肉厚でとっても美味。
　市場のトロ箱の中ではまだ半分活きていて、透き
通ったきれいなイカは見ていてもほれぼれする感じで
す。最盛期の漁場は、萩湾内の島の周辺と近場で、夜
になると沖合いに並ぶ横一線上の漁

いさ

り火を、ごく近く
に眺めることができます。萩市内にも何か所かイカ専
用の活魚水槽を設置し、生きたままのケンサキイカを
賞味することができ、萩の名物料理となっています。

け ん さ き い か

萩が全国に誇る高級イカ、
またの名は「イカの女王」

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

髙杉　秀正　如美（吉中）
藤川　雅彦　みゆき（石川）
烏田　勝則　淑恵（藤原）
刀禰　富男　知実（渡邊）

椿東 2649-2（無田ヶ原の 2）
平安古町197-1（平安古西区の2）
椿東 1863（中ノ倉の 1）
大島 479-1（大島赤穂瀬先）

congratulation
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